

























生の時に偶然にルーマニア語 翻訳され 、ある日本文学の作品に出合った。その作品を読んでみたら、 「あ！これは面白い！これは日本語で読めるようになり い！」と思ったの
がきっかけになり、日本語の勉強をはじめようと決心した。それは、井上靖の『猟銃』という短編小説だった。もちろん、ルーマニア語訳だったが、日本語からの直訳ではなく、ドイツ語を媒介とした重訳であった。そして、その年の夏に高校を卒業し、ルーマニア 首都にあるブカレスト大学に入学し日本語・英語ダブル専攻のクラス 入った。大学
1年生
の時、日本の古典文学に興味を持ち始め 卒業論文は『源氏物語』における女主人公について書いた。在学中に古典文学のみならず、近代文学や現代文学など、色々な時代の、色々なジャンル 文 作品を読み続けた。
学部を卒業してそのまま大学院、修士課程と博士課程に進





















































































農家に生まれるが、その後ほ んど記録 おらず、のような生活を送っていた かについては詳細 分からない、謎の人物である。
（1歳ぐらいの時に京都に移動し、北野



























た。 「自然」とは「自らな 」という意味で、形容詞、あるいは副詞として使われていた。そして 現在我々 使っている「自然」というタームに当たるものとしては、 「花鳥風月」 、「山川草木」 、 「山河大地」などのような単語がよく使用されていた。
なぜかというと、その当時、 「自然」というものを人間に
対する一つのものとして、総体的なものとして捉えていなかったからである。 「花鳥風月」や「山川草木」のような単語でも分か ように、この世の中を万物の集まりとして捉えていたが、それを総体的に、思考 対象として、 「自然」という一つのものとして捉え 発想はなかった。そこに、安藤昌益が登場する。
昌益にとって「自然」とはどういうものかというと、以下
のように説明されている。
自然トハ互性妙道ノ号ナリ。互性トハ何ゾ。曰ク、無始無終ナル土活真ノ自行、小大ニ進退スルナリ 小進木・大進火・小退金・大退水ノ四行ナリ。自リ進退シテ八気互性ナリ。 ［…］故ニ無始無終ナリ。是レガ妙道ナリ。妙ハ互性 リ、道ハ互性 感 是レガ土活真ノ自行ニシテ、不教・不習、不増・不減ニ自 然ルナリ。故ニ是レヲ自然ト謂フ。
まとめてみると、 「自然」は始まりもなければ終わりもな
い、 「無始無終」のものであり、非常にダイナミックな存在である。さらに、 「自然」とは「不教不習」 、 「不増不減」のもの ある。その構成を詳しく説明するために、 「転定」 （てんち） 、 「活真」 （かっしん） 、 直耕」 （ちょっこう）という三
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つの概念について触れたいと思う。ここで一つだけ具体例を挙げてみると、例えば「活真」 （かっしん／いきてまこと）という概念は、 「自然」の中のものをすべて動かし いるエネルギーのことである。
まず、 「てんち」は普段「天地」と表記するが、昌益の
「転定」 （てんち）は既存の概念である。昌益は「天地」という表記に対して不満を感じ、その代わりに「転定」という書き方を提案する。なぜかというと、 「転がって定まる」と書くと、やはり「自然」 もの、世の中の流動性、ダイナミックさがよりよく伝わってくるからである。 ま 天地」だと、固定された存在に ってしまい 「天」は上にあり、 「地」は下にあるが、その間に何もな いう発想である。昌益にとっても「てん」は上にあり「ち」は下にが、その間に色々なもの 動いてい ため、 「転定」 いう表記の方が相応しい。始まりも終わりもない、 無始無終」のものだからこそ てん」と「ち との間 様々なエネルギー サイクル あり、それら 常 、と イメージである。そして、そのサイクルを動かし は「活真」 （かっしん）というものである。
ここで、 「直耕」 （ちょっこう）という概念も登場するが、
「直耕」も一つのキーコンセプト、昌益 思想を理解するための鍵でもある。 「直耕」とは、文字を見る 「直接耕す」





















女は男の特徴、男のマインドも持っている、という考え方である。ここに出てくる「男女」という熟語は普段「だんじょ」と読むが、昌益は「ヒト」と読むべきだと言っている。つまり、 「だん／じょ」 、 「お こ／おんな」 、別々の存在として捉えない方がいいということであ 。 「おとこ」があるからこそ、 「おんな」もある、そして「おんな」があるからこそ「おとこ」もある、という発想である。「自然の世」について語っている中で、昌益は「自然の世」に対する、もう一つの世としては「法の世」 （ほうのよ）が存在すると唱えている。 「法の世」 人間の社会であり、毎日のように目の当たりにしていた階級社会、つまり大名や武士などが存在する社会のことである。そして こ 「法の世」についても書いているが それは批判す ためである。例えば、 『自然真営道』には寓話のようなも もあり そ中に鳥たち、虫たち、または魚たちが集まり、 「法の世」 、つまり人間の社会 語り合う。以下 虫の寓話 中 引用である。
故ニ、人ノ法世ノ大ハ小ヲ食フ序ト、虫世ノ大ハ小ヲ食フ序ト相同ジ。故ニ、法世ノ人ノ為ル処ト、虫類ノ為ル処ト、又
「人の法世（ほうせい）の大は小を食ふ」とあるが、それは人間の社会でも大は小を食うという喩えである。そして、それ 虫の世の「大は小を食ふ」とまったく同じであるため、人間の社会は虫の世と同じである。昌益は常にこのような比喩やメタファーを使用し、人間の社会を批判している。昌益が創り出した「直耕」という概念に触れたが、 「かっ









































e naturel selon A
ndō Shōeki










最近、 「パート」 非正規雇用」 、 「ワーキングプアー」な




ある。このように、昌益は階級なき社会を訴えているとういうことが窺える。さらに、ダイナミックな自然の中に ろいろなエネルギーがあり、 具体例を挙げると「通気」 （つうき） 、「横気」 （おうき） 、そして「逆気」 （ぎゃっき）の三つのエネルギーがあると昌益は説明している。が、それ以外に 余気」 （よき）という気もある。そして、この「余気」という概念から、 「余」 （よ） 、余 もの ついて論じ始める。例えば、農家の場合、畑を耕し、穀物や野菜などを作り を食べるが 余るものも必ず 。 「余」に たるものである。また、海の近くに住んでいる漁師の場合、毎朝海 出て魚獲ったりしているが、余るものも必ず そうす と 農家の余 野菜と 漁師 った魚とを 物々）交換すれば、それも一つの「直耕」であると論じて る。昌益 考えている「自然の世」 中に金銭など意味 ないから存在しない。
現代社会の問題を考えると、金銭をなくし物々交換したり













位である。このデータでも分かるように、男女の格差は日本社会においては非常に深刻な問題である。昌益の「ヒト」という概念を援用し「お こ／おんな」 はなく「ヒト とい
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う枠組みで考えると、結局、男は女、女は男、ということになる。さらに、これをもう少し拡張していくと、 「男は女」だから、 「私はあなた」 、そして「あなたは私」 とにもなる。そして、それが社会全体に広がっていき、社会の構成員全員を一つの存在 一人の人間として考えるこ に繋がるわけである。昌益 「ヒト」とい 概念を拡張していくと、男女の格差という問題が非常に不自然なものにな しまい、その改善や社会変革が必要 なってくる。
おわりに
最後に、安藤昌益研究における今後の課題についても触れ
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